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人が風景から受け取る情報のうち，身体的或いは社会的要素が重要であることは学術的にも実践的にも

理解されるが，実際それらがどのように重要であるか，それらを含め風景をどのように捉えているかを追

求しようとした研究は少ない．本研究では，身体感覚等の諸要素を含む景観認知過程を体性感覚野，大脳

辺縁系といった複数脳部位での共賦活反応として捉えることにより，景観認識におけるヒトの脳の機能的

反応を総覧的に把握し，景観認識のあり方の理解を実証的に深める手がかりを得ることを目指す．具体的

には，景観画像認識時における共賦活領域を明らかにすることを目的とし，快/不快に関わる景観画像を

対象に，脳科学的手法であるfMRIを用いたスライド実験を行った． 
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１．序論 

 

(1)研究の背景 

人が環境を眺めること(≒風景，景観)により受け取る

情報として，視覚的要素のほか，身体感覚的あるいは意

味的・社会的要素が重要であること（又は含まれている

こと）は諸分野から指摘される1,2,3,4)．一方，風景や景観

がボトムアップ的に問題視されてきたこと，或いは文化

的景観や生活景の保全，参加できる風景の創出等が推し

進められていることを考えると，その場所に係わる人の

ごくありふれた感覚の中に，風景というものに欠かせな

い要素が含まれていると推察される．しかし結局のとこ

ろ，風景から何を受け取りどのように理解しているのか，

風景の何が重要であるのかは本質的には掴み切れていな

い．この現状を踏まえ，景観認識について，社会システ

ム論的・計画論的アプローチ5,6)からだけでなく，より認

識論的観点に立った研究からも理解を深めたいと考える． 

 

(2)研究の目的 

上記背景のもと，本研究では，fMRI(functional Magne 

tic Resonance Imaging)技術を用いた景観認識時の脳活

動の解析結果から，「体性感覚と情動認識とは結びつく

可能性がある」7)，「社会規範は右扁桃核，左前頭眼窩

回と関連がある」8)等の既往の知見を参考にしつつ，景

観に対するヒトの感覚知覚，情動感情，記憶想起，意味

理解等の諸々の機能的(functional)反応を総覧的に把握

し，ヒトの景観認識のあり方の理解を実証的に深める手

がかりを得ることを目指す． 

具体的には，景観画像認識時における，体性感覚野な

どの各種感覚野や大脳辺縁系等の複数脳部位が同時的に

賦活する領域（共賦活領域）を明らかにすることを目的

とする．情動（快/不快）に着目した様々な景観画像を

対象として fMRI を用いた室内実験を行い，SD 法により

得られた二つの画像分類（快/不快評価による分類・景

観特性による分類）に基づき分析，考察する． 

 

(3)研究の位置付け 

a)景観分野における脳科学研究 

景観分野から脳科学的アプローチを試みる研究，中で

もfMRIを用いた研究はそもそも多くはない．fMRI以外の

脳波計測やNIRSを用いた研究9,10)では，その空間分解能

の低さが大きなネックとなっている．詰り，今では例え

ば扁桃核と情動との連関がある程度示されているにも関

らず，賦活部位を特定できないために，血流増減等の議



 

論以上には景観認識について理解を深めることは難しい． 

b)脳科学分野における景観研究 

脳科学分野において景観(空間・場所・シーン)を対象

とした研究11,12,13)では，fMRIが主として用いられるものの，

実験条件の単純化(刺激条件を大幅に絞る，脳損傷患者

を対象とする等)により，空間や物体，色の認識等の特

定機能を担う脳部位を同定する機能局在論的なものが殆

どである．言い換えると，全体論的に，複数の脳領域が

相互に連関することで全体として機能していると捉えた

もの，或いは景観が含む諸要素を一体的に考え景観認識

を理解しようとするものは稀である． 

c)本研究の新規性 

 これらに対し本研究は，色や形に加え，身体感覚等の

体性感覚的知覚，快/不快等の情動，それに基づく自他

存在の理解，喚起される記憶等を含む景観の知覚認知に

おける情報処理過程を，前頭前野，視覚野や体性感覚野

等の各種感覚野，大脳辺縁系等の複数脳部位が同時的に

賦活する脳の共賦活反応として総合的に捉えようとする

点に新規性がある（図-1）．そのため，本研究で使用す

る景観画像では条件を単純化することは敢えて避けてお

り，また解析の結果，有意差の見られなかった反応につ

いても実験結果及び考察の対象としている． 

 

 

 

２．研究手法 

 

(1)fMRI（機能的磁気共鳴画像法）の概要 

fMRI（functional magnetic resonance imaging，機能的

磁気共鳴画像法）とは，磁気共鳴現象と呼ばれる現象を

利用した断層撮像法（MRI）により，脳機能の画像化を

行う手法である．MR装置（図-2）内で視覚，嗅覚等の五

感や認知的な刺激を加え，血流増減によるMR信号変化を

観測することにより，脳内のどの部位が活動していたか

を把握することができる（図-3）． 

 

(2)使用する景観画像と分析枠組みとしての画像分類 

a)事前アンケートによる画像選定 

本研究で使用した景観画像を図-4に示す．画像選定に

ついては，はじめに情動を誘発すると思われる41枚の景

観画像に対し，11段階(-5～+5)の快/不快評価アンケー 

  

  

 

トを行った(被験者：20名(男性18名，女性2名，22～48

歳，平均32.1歳)，画像提示：PC画面)．この結果，評価

点数(平均値)の高い7枚(画像1～7)と低い7枚(画像15～

21)の計14枚を取り出し，その後景観として多様性を持

たせるよう，都市景観画像7枚を追加した(画像8～14)． 

b)SD法を用いた画像分類 

21枚の景観画像に対し，SD法によるアンケート調査，

因子・クラスタ分析を行い，特性ごとに画像を分類した．

分類は二段階であり，①快/不快評価による分類(クラス

タⅠ～Ⅲ)，②景観特性による分類( 〃 ⅰ～ⅷ)とした

(表-1)．この分類をもとにfMRI実験結果の分析を行った． 

 

 アンケート調査では，PC画面上(縦285mm×横430mm)に

画像を提示し，10対の形容詞対(表-2)に対し，7段階(-3

～+3)で評価してもらった．被験者は景観系・医学系の

健常学生13名ずつ(景観系：男性11名，女性2名，22～25

歳 医学系：男性3名，女性10名，22～27歳)とした． 

分析に関しては，全形容詞対において天井効果・フロ

ア効果ともに見られなかったため，全被験者・全画像の

評価点数を一括して因子分析(主因子法，Kaiserの正規

化を伴うプロマックス法)にかけた．固有値が1以上

図-2 MR装置及び実験環境 

表-1 快/不快評価及び景観特性による画像分類 

図-3 fMRI分析結果の一例 

図-1 研究のフレームワーク 



     
 

     
 

     
 

     
 

     
 

のものを抽出した結果，2つの因子が得られた(同表-2)．

次に全画像に対し，評価軸(因子)・因子得点をもとにク

ラスタ分析(凝集型階層，Ward法，平方ユークリッド距

離)を行った結果，図-5に示すデンドログラムが得られ

た．この同図-5の結果に対する，赤線部での分類を①快

/不快評価による分類，青線部での分類を②景観特性に

よる分類とした． 

なお，①快/不快評価による分類について，クラスタ

Ⅰは事前アンケートによる不快画像7枚に，不快評価の

先行する都市画像3枚(画像12～画像14)が含まれた形で

ある．またクラスタⅢは事前アンケートによる快画像7

枚のみから構成され，快/不快評価による景観分類と捉

えることができるため，この結果を事前アンケートの分

類から改めて快/不快評価による分類としている． 

 

(3)実験及び解析の方法 

a)実験方法 

実験は先図-2に示す実験室内で行い，画像はプロジェ

クタからスクリーンに投影した後，鏡に反射させること

により提示した(視距離：3200mm，投影画像サイズ：縦

445mm×横670mm，画角：約12°)．被験者は景観・土木専

攻でない健常学生14名(男性5名，女性9名，22～39歳，

平均25.4歳)とした．実験手順は「安静課題(15秒)→景 

 

 

因子1 因子2

居心地の良い

(居心地の悪い)
0.945 0.406 0.897

きれいな
(きたない)

0.913 0.366 0.843

安心な
(不安な)

0.899 0.41 0.81

整然とした

(雑然とした)
0.833 0.289 0.714

暖かい
(冷たい)

0.786 0.536 0.646

親しみやすい
(よそよそしい)

0.749 0.374 0.562

やわらかい
(かたい)

0.718 0.661 0.64

自然的な
(人工的な)

0.673 0.654 0.59

歴史的な

(現代的な)
0.582 0.858 0.77

古い
(新しい)

0.106 0.72 0.6

因子負荷量
形容詞対 共通性

 

 

観画像(12秒)」を繰り返し21回行うものとし，実験後に

快/不快評価(11段階)を回答する事後アンケートを行っ

た(図-6)．なお被験者には，①普段風景を眺めるように

好きに画像を眺めること，②安静課題時は画像中央の固

視点を見ること，③実験中は体動を控えること，の三点

を事前に教示した． 

表-2 SD法に使用した形容詞対と因子分析結果 

図-4 本研究で使用する景観画像（括弧内：事前アンケート点数，事後アンケート点数） 

画像1(+4.2，+3.8) 

画像6(+3.5，+3.7) 

画像11(-，-0.1) 

画像16(-3.5，-3.5) 

画像21(-4.5，-4.0) 

画像2(+3.8，+2.8) 

画像7(+3.5，+2.7) 

画像12(-2.1，-0.5) 

画像17(-3.6，-3.6) 

画像3(+3.8，+3.1) 

画像8(+2.2，+3.0) 

画像13(-，-0.2) 

画像18(-3.9，-2.7) 

画像4(+3.6，+2.7) 

画像9(-，+2.6) 

画像14(-0.2，-1.2) 

画像19(-3.9，-1.8) 

画像5(+3.6，+3.0) 

画像10(-，+1.0) 

画像15(-3.4，-1.9) 

画像20(-4.0，-1.0) 



 

×２１回 

図-9 Ⅲ-Ⅰの分析結果 

 

 
 

                   

 

 

b)解析方法 

解析では，SPM8により標準的な二段階解析を行った．

標準脳変換等の前処理の後，各被験者データへボクセル

毎検定及び重回帰分析を行い，算出された被験者毎の偏

回帰係数に対し変量効果モデルに基づく被験者間での1

標本t検定(危険率0.1％，全脳でのボクセル毎検定)を行

った．なお，この検定条件は比較的緩いものであり，医

学研究では賦活部位に見当を付けるためによく用いられ

る．本来はこの後に，多重比較補正を重ねて行い有意差

のないものを除外するが，本研究では画像条件を単純化

しておらず，景観に対する多様な反応を取り出すために，

多重比較補正は行っていない． 

 

 

３．実験結果と考察 

 

(1) 物体視・空間視経路と快/不快評価分類との対応 

 網膜から得られた視覚情報

は後頭葉に位置する一次視覚

野に送られた後，大きく二つ

の経路に分かれることが知ら

れている（図-7）14)．この二

経路との対応が，クラスタⅠ

とⅢの反応において見られた． 

 クラスタⅠ(不快)では一次視覚野である鳥距回に加え，

物体視(What)経路の領域である舌状回，下側頭回，紡錘

状回，側頭極に賦活が認められたが，空間視経路につい

ては，経路の最初期段階である楔部の賦活のみであった

（表-3，図-8）．物体視経路とは，視覚対象が何であり，

どのような色・形をしているの

かを認識する経路であるため，

Ⅰの景観は空間としてと言うよ

りは，より物体的に捉えられて

いると言える．また，Ⅲと比べ

た際の不快感の要因としては，

景観要素の煩雑さが一番に思い

当たるが，それに伴い脳内では，

幾分過度に物体的視覚処理を行

う必要のあることが分かる結果

である． 

一方，クラスタⅢ(快)では，

下頭頂小葉，上頭頂小葉，中心

後回といった空間視(Where)経

路の終点付近に賦活が見られた

(同表-3，図-9)．空間視経路と

は，視覚対象がどこにあり，対

象が動いている場合はどれほど

の速さでどの方向に動いているかを認識し，そこからの

運動の誘導に係わるとされる経路である．これより先ず

クラスタⅢでは，Ⅰと比べ景観を纏まった空間として捉

えていると考えられる．加えて，下頭頂小葉が体外離脱

体験に 15)，上頭頂小葉が自己身体定位や身体図式に関

わり 16,17)，中心後回が体性感覚や触覚の受容野であるこ

とから，触知等の体性感覚或は自身を空間に位置付ける

運動に近い感覚をもって，Ⅲの景観を理解している可能

性が考えられる． 

 

(2)小脳・島葉の活動からみた不快の差異 

不快クラスタⅰ，ⅱ，ⅲにおける小脳及び島葉の活動

に着目すると，ⅱ，ⅲでは小脳に纏まった活動が見られ

たが，ⅰでは活は認められなかった．また島葉に関して

は，ⅲ＞ⅱ＞ⅰの順に活動が見られた（表-4）． 

ここで各々の機能について簡単に纏めると，以下であ

る．小脳は，長らく運動との関連，特に運動出力の調整

と関わるとされてきたが，近年では内臓機能や情動機能，

或いはその二つを併せた情動性行動の出力調整の側面が

注目されており，息苦しさ，刺激臭，飢餓感，痛み，悲

しみ・幸せの回想等に対する賦活が示されている．しか

し他人の痛みなどには反応を示さないことから，小脳の

活動は自身の身体状態に依存すると考えられる．また島

葉も情動（特に不快情動）との関わりが指摘されており，

大脳皮質の体性感覚野による認知的感覚情報処理に対し，

情動的・無意識的感覚情報処理を担うとされる．無意識

下で全身からのあらゆる感覚情報（身体感覚）を島葉に

入力し続け，多くは意識されず捨て去られるが，情動反

応が誘発される際には賦活される（図-10）18)． 
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図-5 クラスタ分析結果（縦軸：画像番号） 

図-6 fMRIの実験手順（安静課題：15秒，景観画像：12秒） 

図-7 物体視経路(紫)と空間 

視経路(緑)(青：一次視覚野) 

図-8 Ⅰ-Ⅲの分析結果 
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以上を踏まえると，ⅰの不快感は自身の身体状態とは

関係が薄く，より意識に上る感覚情報(体性感覚野であ 

る中心後回・傍回の賦活が読み取れた)をたよりとした，

周囲に意識の向かう客体的不快と考えられる．他方ⅱ，

ⅲは身体状態に関わる，意識に上りにくい情報をもとに

した，自己に意識の向かう主体的不快と言えそうである． 

 

 

 

(3)脳活動における中性景観の無感情性 

快不快評価において最も中性的であったクラスタⅴと

他のクラスタとを比較した結果，ⅴでは情動に係わる島

葉の賦活が全く見られず，また島葉に限らずそもそも賦

活の見られた部位自体少なかった（賦活部位数：最高12

個(ⅴ－ⅷ)，最低0個(ⅴ－ⅶ)）．一方で他クラスタで

は，少なくとも一つは島葉の活動が認められ，賦活部位

数についても最高93個(ⅲ－ⅴ)，最低24個(ⅷ－ⅴ)であ

った（同表-4）．これよりⅴでは意識的・無意識的双方

の感覚入力が乏しく，他と比べて何も感じていないこと

が脳活動からも読み取られた． 

 

(4)情動を伴う快景観と記憶との関連 

脳内において，ヤコブレフの情動回路，パペッツの記

表-3 快/不快評価による分類をもとにした解析結果（紫：物体視経路の部位，緑：空間視経路の部位，青：一次視覚野） 

表-4 景観特性による分類をもとにした解析結果 

（縦軸：例えばⅠ-Ⅱとは，クラスタⅡでの反応を基準とした場合の，クラスタⅠに対する反応を示す 表内数字：賦活箇所数） 

図-10 島葉による情動的・無意識的感覚情動処理 



 

憶回路と呼ばれるものが一般に知られており，各々の回

路に含まれる部位は情動，記憶が誘発された際に賦活す

るとされる．また扁桃核と海馬との神経連絡により，情

動回路（主に扁桃核）が賦活することで記憶が強化され

る（言い換えると，情動的体験は記憶に残りやすい）こ

とが脳科学的にも示されている（図-11）19)． 

快評価のクラスタⅳ，ⅶ，ⅷを比較した結果，この情

動回路の賦活が最も認められたのはⅶであり，次いでⅳ，

ⅷの順であった（同表-4）．即ち，脳活動から見た快の

質として最も情動的であり，また間接的ではあるが，最

も強く記憶に残ると考えられるものが，ⅶであったとい

うことである． 

 

 

 

４．結論 

本研究では，身体的或は意味的要素を含めた景観認識

の成り立ちを記述すべく，fMRIを用いた脳科学実験を行

った．その結果，巨視的には快/不快評価と視覚的/空間

的(身体的)認識との対応を，微視的には不快感の差に異

なる身体感覚が関わること等を読み取ることができ，景

観認識を捉える術としてのfMRIの可能性が示唆された． 
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図-11 ヤコブレフの情動回路とパペッツの記憶回路 
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